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表題　“ARose　for　Emily”覚え書き
梗概　この作品は，エミリーの生涯のエピソードの幾つ
かを，同じ町に住んでいる人々の語りによって構成して
いく体裁をとっている。この語りの主体に関して，一見
無秩序に用いられている‘we’と‘they’について注
目されることは，比較的稀れであったし，たとえあって
も十分に検討されてはいないだろう。
　しかし‘we’を主語にしている場合の陳述の内容と，
‘they’を主語にしたときのそれとは，実は大きな相違
があるのだ。すなわち，前者では，エミリーに対して好
意的なものだったり，秘かな恋愛感情すら見られるのに
対し，後者には彼女に対する親密な思い入れはない。彼
女を客観的に観察し，時には冷淡な，あるいは皮肉な見
方をしたり，働らきかけをする。
　特定の複数の人々の特定の行動を語るときでも，その
行為の内容によって，‘we’と‘they’が使い分けら
れているのである。さらにこれを検討すると，‘we’は
エミリーと同世代の人々であり，‘they’は彼女より
（‘we’より）若い世代である。（語り手よりも年上の
世代の人々を指す個所もあるが）
　フォークナーがこの作品を執筆した当時の相当数の長
短編の作品の中で，「エミリー」と同様に‘we’を主体
とした語りの構成をもつ作品として，‘‘　Mlss　Zilphia
Gant”と‘‘Smoke”がある。構成ばかりでなく，語
句や比喩表現などにも共通点が見られる。これらの三作
品を並べて検討すると，‘we’の，‘they’もしくは
「よそ者」に対する，（無言の）対抗意識もしくは葛藤
という構図が見えてくるのである。しかもこの‘they’
が，‘we’を侵食していくのは，避けがたいことなの
だ。　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　’
　“ARose　for　Emily”は，様ざまの読み方がなされ
てきている。それらの中に，よそ老に侵される共同体と
いう主題をもつ作品という，読み方も少なくない。確か
に，前述のとおり他の作品も考え合わせると，この主題
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を読み取ることに，間違いはないだろう。しかし，共同
体という表現は，いささか曖昧すぎる言い方である。
‘‘ `Rose　for　Emily”の共同体とは，　Jeffersonの町
全体を言うのではないのだ。空間的に見て，この南部の
町を指すばかりでなく，時間的にも限られた一世代を指
すものと考えなくてはならないのである。つまり1この
作品の共同体とは，エミリーと同世代の人々だけの
Jeffersonのことなのだ。
